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おりかた          お お つ がわ

折方の集落は、大津川の河口部、三方を山で囲まれ、東に開けた谷あい地に位置する。集落の南部にあ

る天神山には、かつて横穴式石室を主体部とする7世 紀頃と考えられる古墳が存在 していたが、昭和41年

(1966)以降の上取 りと宅地化のため消失 した。 しかしながら、折方で知られる唯
一の古代遺跡であり、

早くから人びとの生活が営まれていたことがわかる。折方の地名の由来は詳らかではないが、江戸時代の

記録には 「織潟J「織方Jが あり、小字名に 「機 ヶ谷」「船ヶ谷」があることから、山地では機が織 られ、

平地は干潟であったことに由来するといわれている。慶長 16～17年 (1611～1612)の 『慶長播磨国絵図』

には 「お りかたJと ある。

鶴和の集落は、大津川の河口部西の山裾に位置する。鶏和では古代遺跡の存在は知られておらず、中世

になつてようや く村落が形成されたと考えられる。地名は、明治 9年 (1876)に真木村と,鳥撫村が合併し

たことにより、頭字の 「真」と 「鳥Jを 合体させた 「鶏Jを 選び、仲良く発展 しようと 「和」をつけた新

地名である。鳥撫 ・真木の地名の由来は不明であるが、『慶長播磨国絵図』では 「となてJ「牧Jと ある。

折方村 ・鳥撫村 ・真木村ともに、もとは宇喜多氏領であり、慶長 5年 (1600)姫路藩領、同18年 (1613)

岡山藩領、元和元年 (1615)赤穂藩領、元禄14年 (1701)幕府領、同15年 (1702)か らは再び赤穂藩領 と

なつた。『天保郷帳』では、折方の石ヶ崎が独立 した村として 「石ヶ崎村Jの 村名が見られる。折方は、浅野

家の知行地であつたとき、戸島新田村の開発のために大津川堤防が築かれたことによつて、東の塩田の地

域と西の農村部に2分 されたようになつた。

折方 ・鴎和 ともに、明治22年 (1889)に は塩屋村の大字 とな り、昭和12午 (1937)か らは赤穂町の、昭

和26年 (1951)か らは赤穂市の大字名 となつた。折方の西部の産

業地帯は、昭和58年 (1983)に 「西浜北町」 として分かれた。

①権現神社跡

由来は不明.祭 神は不明。かつては、折方村の奥地区で祀られ

ていたが、明治40年 (1907)頃に折方人幡神社に合祀され、石造

物の多くは人幡神社に移設 された。跡地には、石段 ・拝殿の礎石

・本殿の石垣 ・石燈籠の基壇 ・手洗石などが残されている。 享 保

12年 (1727)に藤江忠廉が著 した 『播州赤穂郡志』には、「権現官

峰相記に文保二年 (1318)

126m)六 十間 (約108m)

②赤ノ峠の地蔵

像高87cmを測 り、台石には
~弘

化二乙年 (1845)巳正月」の銘

がある。かつては旅人の安全を願つて備前国 (現在の岡山県)ヘ

抜ける寺山街道に通ず る赤 ノ峠の 8合 目に建立 されていたが、峠

を通 る人t)少なくな り、昭和54年 (1979 ) 2月 18日堂宇新築の際、

現在地に移 し安置された。

あまくたるとあり、山林境内七十問 (約

除」とある。

権現神社跡

赤 ノ峠の地蔵
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また が だにいけ  き ねん ひ   ま た が だにいけ   じ ぞう

機ヶ谷池の記念碑 と機ヶ谷池の地蔵

池の堤の西側に建立 された記念碑には、機 ヶ谷溜池の造成 と約

7 haに 及ぶ水田開発の大工事が、大正 5年 (1916)に 着工され、

昭和 5年 (1930)に 完成 した とある。

この記念碑の横 に、機 ヶ谷池の工事犠牲者の冥福 と、池の安全

加護 を祈願 して祀 られた丸彫 りで右手に錫杖、左手に宝珠 を持つ

立像地蔵が安置 されている。像高80cmを測 り、背 には 「昭和二十

三年 (1948)九 月建Jの 銘がある。

④折方貝殻出土地

畑の 開墾中 に発見されたもので、現在でもハイガイ ・アサ リな

どの貝殻が、多量に堆積 している。

⑤折方八幡神社

由来は不明、祭神は仲哀天皇 ・応神天皇 ・神功皇后。かつては、

折方村の田中 ・南 ・奥 ・砂 子 ・石ヶ崎の各地区ごとに人幡神社 ・

荒神社 ・権現神社 ・天王神社 ・天神社が祀 られていたが、明治40

年 (1907)頃 に人幡神社に合祀 された。

参道 ・境内には、各神社 か ら移設 された多数の石造物がある。

拝殿には、明治45年 (1912)に 北條文信 が描いた義士画像図絵馬

が奉納 されている。『播州赤穂郡志』には、「人幡宮 山 林境内五

十間 (約90m)六 十間 (約108m)、 下畑一反 (約990r)寛 永二

巳年 (1625)除 地J とある。

⑥美釜キ1粗鏃
奈神は牛頭天工.由 来は不明。『播州赤穂郡志』には、「天王官

境内一 日「 (約100m)四 方除地Jと ある。かつては折方村の砂子

地区に祀られていたが、明治40年頃に折方人幡神社に合祀された。

跡地には本殿 ・拝殿の石垣や石段、手洗石が残されている。夏に

日照 りが続いたときは、千種の鍋ヶ森神社から火種を貰い、ここ
てんのうやま

でお祓いを受|すた後、天王山の頂上で雨乞いの神事が行われた。

⑦大成山浄専寺

品赤薩ii業を本尊 とす る淳■i警察果籟キ旅の寺院。策T3年

(1506)、本願寺 8代 の蓮如上人に帰依 し、尊号を申 し受け開基

した と伝えられ る。境内には本堂をは じめ、 鐘楼 ・庫裡 ・書院 ・

山門 (四脚門)・薬医門 (通用門)が ある。

おりかたばし  じ ぞう

③折方橋の地蔵

折方橋の正面に建立 されていたが、道路拡張計画のため、昭和

49年 (1974 ) 8月 に堂字を新築 して現在地に移 された。像高60clll

の座像地蔵は、男子出産を祈願す ると、必ず男の子が生れ るとい

われ、神戸 ・姫路方面か らも参詣する人があつた。

機 ヶ谷池の記念碑 と地蔵

折方八幡神社

天王神社跡

大成山浄専寺

折方橋の地蔵
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⑫鳥撫荒神社

⑩延命地蔵

⑩藤原兵太郎翁頌徳碑

⑫真木地蔵

⑮真木貝塚

②赤ノ峠の地蔵

⑤折方八幡神社

⑨水神宮

⑬銭島八幡神社

⑦鴎和耕地整理記念碑と真木開拓記念碑

⑩恋ノ浜の石碑

④真木荒神社

③機ヶ谷池の記念碑と機ヶ谷池の地蔵

⑥天王神社跡   ⑦ 大成山浄専寺

⑩恵照院 ○戸島と船番所跡

⑭鳥撫の道標   ⑮ 観音堂 (日々 庵)

⑬田ノ浦貝塚

④播磨・備前国境の石碑

②大谷山専修寺と簡易水道敷設完成記念碑

※ 見 学にあたつてはマナーを守り、所有者 ・地権者の迷惑にならないようにお気をつけ<だ さい。
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戸島と船番所跡

⑨水神宮

西ノ井の端、天神山の山裾にあり、石ヶ崎集落の水瓶 として古

くから利用 されていた。集落の水道 としては赤穂では早く、昭和

10年 (1935)には簡易水道 として完成 した.,天神山地区の造成に

よつて埋没するのを避けるため、造成中の10年間は個人宅の大岩

の脇に移転 され、完成後に現在地に祀られた。傍 らには、旧井戸

の債1石を使つた石碑が建て喝れている。

⑩ 恵照院

臨済宗妙心寺派の寺院で、宝暦元年 (1751)、加里屋の随鴎寺

5世 熊■ の階様 として建立され、穎逸阜虐拡、観讐暑薩、絹群 を

祀る。観音苦薩像は平安末期の作 といわれ、九州辺 りの人の作 と

伝えられ、菩薩が老婆の夢に現れ、海から拾い上げて祀つたとい

う伝承がある.境 内に安置 される3体 の地蔵は、昔から 「乳の地

蔵Jと 呼ばれ、育児の無事成長を願 う女性の参詣が多い。

①芦菖と林審誹鏃
赤穂浅野家の初代藩主浅野長直は、赤穂城築城 にあたつてこの

戸島か ら石垣に使用する花商岩を採掘 させ、新田開発の折 りにも、

この地の上を採取 して約97ha σ)水田を開いた。また、この地に船

番所を設 け、瀬戸内海航行の船を監視 した とい う。

明治41年 (1908 )に私立赤穂郡教育会が発行 した 『赤穂郡誌』

には、かつて銭島 (銭芦鳶)の ある戸島か らrin崎までは、 天橋立

を紡彿 とさせ る風光明媚な景勝地であつた と記されている。

12鳥撫荒神社

祭神は素 盛鳴命。大宰神社 ・銭島人幡神社を合祀.境 内には、

「大正人年 (1919)十月」銘の備前焼の狛大がある。 10月の例大

祭に舞 う獅子舞は、平成 8年 (1996)に市の無形民俗文化財 に指

定 されている。また、境内下には 「カワJと 呼ばれ る湧水がある。

⑬銭島八幡神社

慶長 5年 (1600)播 磨国の領主 となつた池田輝政は、翌年赤穂

靴機に望泉筆左喬i今を任命 し、領国西南端の守護神 として弊財癸

・住吉 ・八幡を銭島 (銭戸島)に 祀つた。その後、東浜の塩 田開

拓のため、慶長10年 (1605)に人幡神社の御神体は、尾崎の地 (赤

穂人幡官)に 移 され、社は鳥撫荒神社の西に移 された。

⑭蔦価の都
かつて、ここは播磨 と備前を結ぶ金毘羅街道に通 じてお り、海

岸通 りの道路案内 として、おそ らくこの付近に建立 されていた と

思われ る。高 さ56cm、幅28mを 測 る花同岩製で、「右 か たかみJ

「左  は (ヵ)満 J「道Jと ある。

水神宮

恵照院

鳥撫荒神社

鳥撫の道標
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⑮鶴讐豊(盲"篭)
元は銭島 (銭戸島)に あつたが、昭和32年 (1957 )現在地に移

された。千手観音像 を祀る。堂前に建つ 「日々庵Jの 石碑 には 「天保

五甲午年 (1834)正月八 日J「施主 木 生谷栄二郎 根 々子小治郎」

の銘がある。

⑩延命地蔵

像高8 1 cllを測 り、両手で宝珠をもつた丸彫 りの座像地蔵。台石

の正面には 「延命地蔵菩薩J、右側面に 「昭和二十八年 (1953)

建之」の銘がある。

⑦驚茄耕亮整逸艶答薄と貫呆簡鈷爵j答石降
大正元年 (1912)に耕地の拡大が計画 され、翌年 8月 31日に耕

地整理が竣工 された。 これまで約17haの耕地は約58haとなり、出

稼 ぎに行かな くても生活は豊かになつた。 この恩恵を記念 して、

大正13年 (1924)6月 に、岡山県福河村の福浦に生まれた漢学者

水利有終 によつて撰 された碑 を建立 したものである。

右横には真木の開拓を記念 して明治18年 (1885)に 建立 された

石碑がある。真木の国道沿いにあつたが、国道改良工事に伴つて

現在地に移転 された。

⑩田ノ浦貝塚

昭和50年 (1975)赤穂市立赤穂西小学校の用地造成時に発見さ

れ、ハイガイ ・アサ リ・ハマグリなどの貝類 と土師質土器などが

出上し、室町時代頃の貝塚と思われる。

⑩譲僚其夫負:餐顔葎緯
藤原兵太郎は、私財を投 じるととt)に身をもって土木工事に精

励 し、かつては湿地帯であつたが、約20haの新田開拓を行つた。

開拓地は、兵太郎の姓を取つて 「藤原新田Jと 呼ばれ、新田居住

者は兵太郎の功績を讃え、昭和H年 (1936)に71R~徳碑を建立 した。

⑩恋ノ浜の石碑

綱崎にある恋ノ浜は、美しい自然の砂浜で、かつては海水浴や、

潮千狩 り、キャンプなどで賑わつた。恋ノ浜の名前の由来として

次のような話が伝承されている。

昔、この海辺に漁を生業とする若い夫婦が仲睦まじく暮らして

いたが、嵐の日にもかかわらず夫は漁に出て行き、夫は帰 らぬ人

となつてしまつた。その後もしばらく夫を偲び嘆く妻の姿が見ら

れたが、やがて夫を恋慕 う妻は、海に入水して果てたという。

砂浜に出るまでの道の傍 らに 「恋能者満Jの 石碑が建てられて

いる。大胆な筆致で、4文 字中 3文 字を万葉仮名 とした非常に珍

しい石碑である。

この碑から少 し離れたところに 1基 の供養碑がある。碑の正面

観音堂 (日々庵)

延命地蔵

藤原兵太郎翁頌徳碑

恋ノ浜の石碑

鴎和耕地整理記念碑 と真木開拓記念碑
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真木地蔵

中央には 「梵宇 (キリーク ・阿弥陀)寒 霜浄船信士霊位Jと あ

り、その右に 「承應 三年 (1654)生国 平安城中 御ヵ美ヵJと 、
ごくげつ            し ゅぅこくげいしゅう  き たがわ に ざ え もん

左に 「極月 (12月)九 日住国 芸州 北 り仁左衛門Jと ある。

④路磨・樵箭箇贅あ若轟
江戸 中期 に建て られ た播磨国 と備前 国の国境 を示す石碑 であ

る。石碑 は南に突出 した綱崎 に建て られ 、高 さ約 180cm、幅 ・奥

行 とも30 8cmを測 り、正面に 「従是取揚島見通シ 東 播磨國 西

備前國J、右側面に 「従是 東 播磨國 従 是 西 備 前國Jと 亥1ま

れている。南沖に見える取揚島にも同 じ国境の石碑がある。

鵡和の西に隣接 していた岡山県 日生町の福浦地区は、昭和38年

(1963 ) 9月 に赤穂市 と合併 し、兵庫県に編入 されたが、この石

碑 と取揚島の石碑、福浦の真尾鼻の突端 を結んだ海域は、現在 も

岡山県域 となつている。

②貴呆苑霞
像高84cmを測る宰飾標。台石正面には 「占燕向赤たばJと 亥1ま

れて  ヽ。 右手 こ錫杖:左 手 宝 珠を持つ。i亀稿 ギ 頂 上

m東 によつた街道の北側に建立されていたが、昭和45年 (1970)

頃に堂宇の新築の時、現在地に移 された。

④真木荒神社

祭神は業警l腎琴 で、り:諧神社を容TEする。境内には 「室讐六筒キ

年 (1756)九月二十四日」銘の石燈籠や、備前焼の狛大などがあ

る。真木の峠の南方には、合祀された人幡神社の御神体が流れ着

いたとされる大きな自然石が今も残されている。
真木荒神社

②笑容音華計湯等と瞥勇弥さ醤象謡隻雰姜畠斃鱗津
捧警 察栄脂キ旅の寺院で、本尊は高みに'i業。鳥畠信賞が

茄脅越計を攻めた折 りに書畠専修寺 (本山は二重県澤キm、

本寺 栃 木県真岡市高    分 れヽて逃れ、本地 移  住 んだ

といわれる。寺号の由来は、浄土系宗派の特徴である専修念仏に

よる。境内には山門 (薬医門)・本堂 ・鐘楼 ・庫裏がある。

境内地の北西には、大正13年 (1924)3月 に荒尾太郎吉らによ

つて、大池の水の流れを利用 して専修寺裏に水源 となる溜池がつ

くられ、飲料水 としての簡易水道が完成 した簡易水道敷設完成記

念碑が建てられている。

④貴果賞徐
真木集落の西方の山裾斜面に位置す る。広 さは100ポ以上に及

んでお り、ハイガイを主体にアサ リ ・ハマグ リな どH種 類の貝殻

が廃棄 されていた。一緒に出土 した壼形士器の年代か ら室町時代

頃のもの と思われる。

播磨 ・備前国境の石碑

大谷山専修寺

簡易水道敷設完成記念碑
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